
基本方針 

生きる力を応援します 基本理念 

１ 『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

２ 『理想的な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

３ 『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 

脳神経外科では、在任の白川に加えて、平成29年4月から大北、7月より倉敷が新たに脳神経外科医とし

て着任しました。ともに平成15年徳島大学卒です。昨年より人員が増え、常勤の脳神経外科専門医が3名と

なりました。前年よりも更に市民の皆様への貢献と、医療機関の皆様への支援ができる状態となりました。

新体制となり、特に重要視していることは、二つあります。 

一つ目は、救急疾患への対応です。時間との勝負である脳卒中と外傷の診療を重要視しています。その

ため脳卒中・神経センターを開設しました。t-PA静注療法や手術が素早く行えるように医師直通の脳卒中

ホットラインも設けております。当院のセンターは他院と比べてユニークな点があります。それは神経内科医

の存在です。私たち脳神経外科医とセンター長である若松神経内科診療部長がともに治療にあたります。

それにより通常の脳卒中に加えて、多発性硬化症、脊髄小脳変性症、認知症などの神経内科領域の疾患

にも対応が可能となりました。麻痺や構音障害などの症状でなくとも、しびれ、ふるえ、めまい、もの忘れな

どを主訴に持つ患者さんへの診療も行っております。運用時間は限定的な部分もありますが、すでにお問

い合わせやご紹介をいただいております。今後、皆様のご要望に応じて対応時間の延長を検討したいと考

えております。またマンパワーが増えたことや、小回りが利く環境を生かし、脳卒中のみならず、緊急手術を

要する外傷に対してもより迅速な治療ができるようになりました。脳卒中、外傷治療のゴールデンアワーを

逃すことなくスピーディーな診療をさせていただきます。 

救急疾患への取りくみ 



二つ目は、外来対応能力の拡充です。今までの脳卒中や脳腫瘍診療に加えて、新たに機能脳神経外科、

小児脳神経外科、脊髄・末梢神経領域の診療が可能となっております。大北、倉敷両名とも小児病院での実

務経験を活かし、小児の外傷、奇形、水頭症、腫瘍の診察も受け付けております。軽度の頭部打撲などのご

紹介も賜ります。また、機能神経外科の診療も開始しました。パーキンソン病や本態性振戦、ジストニアなど

は薬物治療が難しい症例もあります。その場合、外科的治療（脳深部刺激術：DBS）が有効なことがあります。

大北は徳島大学病院で手術を含めた診療経験を積んでおります。手術適応があれば、徳島大学と当院で連

携して治療しています。さらに脳脊髄疾患後の痙縮も治療対象としております。難治性の痙縮に対してはバク

ロフェン髄注療法（ITB療法）を行います。当科は香川県では数少ないITB療法が施行できる施設であり特徴

的です。難治性疼痛に対して脊髄刺激術（SCS）の施行も可能です。脊椎症、椎間板ヘルニア、脊髄腫瘍のよ

うな脊椎脊髄疾患、末梢神経障害である手根管症候群、肘部管症候群、足根管症候群の診療も同時に行っ

ております。このように多くの疾患に幅広く対応させていただくことで、皆様の相談窓口としての利便性を高め

ております。一連の治療が終われば、紹介元の先生方と連携し、適宜フォローアップさせていただきます。お

困りごとがありましたら、いつでもご相談ください。お待ちしております。  

医師名 役職 専門領域 

大北 真哉 
医長 

脳卒中・神経センター副センター長 

脳卒中、脳腫瘍、外傷、 

小児脳神経外科、機能脳神経外科 

倉敷 佳孝 
医長  

脳卒中・神経センター副センター長 

脳卒中、脳腫瘍、外傷、 

脊髄、末梢神経 

白川 典仁 
医長 

リハビリテーション科診療部長 
脳卒中、脳腫瘍 

外来対応能力の拡充 

脳卒中・神経センターを開設。脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血などは迅速に対

応。意識障害、めまい、ふるえ、痙攣、もの忘れなどの症状でも紹介可。脳卒中

ホットラインが窓口。 

コンパクトで小回りが利く病院であり、急性硬膜下血腫や脳挫傷などもスピー

ディーに診療。緊急手術までの時間も短時間とし、術後はHCUで厳格に管理。 

CT、MRI、核医学検査での術前診断を行う。ナビゲーションシステムを導入して

おり、通常の顕微鏡手術以上に精度、安全性の高い手術が実施できる。 

脊椎症、椎間板ヘルニア、脊髄腫瘍のみならず、手根管症候群、肘部管症候

群、足根管症候群の手術も可能である。 

各医師の診療経験を活かし、小児の奇形、水頭症、腫瘍、外傷にも対応。軽度

の頭部打撲などでも紹介を受け付けている。 

パーキンソン病や本態性振戦、ジストニアなどで薬物治療が困難な症例は脳

深部刺激術が有効なことがある。痙縮はバクロフェン髄注療法が有効な場合

がある。各疾患に対して外来診療を受け付けている。 

（文責 大北 真哉） 



 

 

香川診療所検査室では、生化学検査、血液検査、

尿検査、便検査、生理学的検査などを外来での緊急

検査に対応できる体制を整えています。 

また、地域住民の健康を願って、気になるところを、

簡単・気軽に検査ができるように、当診療所独自の

【わんコイン健診】を実施しています。これは、「健診

を受ける機会を逃した人」「いそがしくてなかなか健康

診断が受けられない人」「気になる検査項目がある

人」などを対象にして、「病気の早期発見、早期治療

につなげる」を目的に行っています。 

認定看護師教育課程中の訪問看護実習で、訪問看護ステー

ションの方が、話してくれた言葉が実習を終えた今でも、私の心

の中に深く刻まれています。それは「がん末期の患者さんは、苦

痛の緩和として早期から麻薬の導入がされているが、神経難病

や呼吸器疾患の患者さんは、長期にわたる苦痛を虐げられるの

に、麻薬の導入が遅く、その緩和はマッサージや心のケアしかな

く限界を感じる」という事です。慢性呼吸器疾患患者さんの病みの軌跡は非常に深く、患者さんの約40％

がうつ病を抱えています。慢性疾患看護にとって重要なケアは、その人の人生観やライフスタイルにあっ

た看護です。医療の現場が、病院から在宅へとシフトしている2025年に向けて、地域包括ケアシステム

の一つの役割として、在宅患者のQOLが高められるように、在宅療養におけるセルフマネジメント能力の

向上をはかっていきたいと考えています。また、患者さんだけでなく、地域の皆様からの相談などにも対

応させて頂きたいと思います。 

慢性呼吸器疾患看護認定看護師 

貞野静香 

現在当院では救急看護､がん化学療法看護､感染管理、糖尿

病看護､緩和ケア、手術看護の分野の認定看護師に加えて､慢

性呼吸器疾患の分野の認定看護師が新たに誕生しました｡ 

高松市民病院附属 香川診療所 高松市香川町浅野1260番地 087-879-2066（代） 



 

 

･･･FAX予約をお願いします･･･ 
患者さんをご紹介いただく際に、地域医療連携室へ事前に
FAX予約をお願いいたします。 
「高松市民病院FAX診療申込書」をご利用ください。 

受付時間 平日（月～金）午前 8時30分～午後 6時00分 
電  話 （087）834-2181代表 ／（087）834-2235（紹介予約専用） 

F A X  （087）834-2223（直通） 
      0120-834-224（フリーダイヤル） 
        ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております 

高松市民病院 〒760-8538 香川県高松市宮脇町二丁目３６番１号 087-834-2181（代表） 

日  時：8月24日（木）14：00～15：00 

テ ー マ：経管栄養の実施時の注意点 

担  当：栄養サポートチーム 

参加人数：28名 

ご参加ありがとうございました 

 

第40回 
日  時：7月27日（木）14：00～15：30 

テ ー マ：「転倒予防について」 

担  当：理学療法士 平村 暢章 

参加人数：28名 

第41回 

研修会等の年間予定表・申込用紙は病院ホームページからもダウンロードいただけます。 
http://www.takamatsu-municipal-hospital.jp 

※ 事前申し込みが必要です 

日本医師会生涯教育制度のカリキュラムコード （９医療情報、３５けいれん発作）を取得いただけます。 

（申請中） 

「  尿が近い

【お問合せは】 高松市民病院 地域医療連携室 セミナー担当者 まで  

◆ 日時 平成29年11月15日（水）午後7時から（1時間半の予定） 

◆ 場所 高松市民病院 西館（2Ｆ）西会議室 

◆ 演題 １ 「当院の内視鏡外科手術における最近の取り組み」 

       講師 外科医長  尾形 頼彦 

 ２ 「小児の痙攣について」 

     講師 小児科医長 藤井 笑子 

当日は軽食をご用意しております。 

一人でも多くの先生方のご出席をお待ちしております。 


